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２
月
19
日
、
牛
久
運
動
公
園
体

育
館
で「
う
し
く
男ひ
と

・
女ひ
と

フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
１
」
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
人
が
輝
き
な
が

ら
生
き
る
た
め
に
市
民
と
行
政
、

企
業
が
連
携
し
、
世
代
を
超
え
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
、
そ
し
て
明

日
を
拓
く
意
識
が
高
ま
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
牛
久
市
民
吹
奏
楽

団
に
よ
る
華
や
か
な
演
奏
を
皮

切
り
に
、
開
会
。
市
民
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
生
き
て
い
く
智
恵
と
力
を
伝
え

よ
う
！
～
自
立
と
共
生
を
求
め

て
～
」
と
題
し
て
、
長
谷
川
幸
介

先
生（
茨
城
大
学
准
教
授
）
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
長
田
佳

世
さ
ん（
つ
く
ば
セ
ン
ト
ラ
ル
病

長田さん「家族の力がすごく大

きい」

院
産
婦
人
科
医
師
）、
鷲
野
薫
さ

ん（
茨
城
農
芸
学
院
院
長
）、
安
部

亜
紀
さ
ん（
農
業
）、
高
橋
茂
樹
さ

ん（
元
朝
日
新
聞
記
者
）
の
４
人
の

パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
谷
川
先
生
は「
人
は
縁
え
に
し

の
中

で
生
き
て
い
て
、
独
り
で
は
生
き

て
い
け
ま
せ
ん
。
無
縁
社
会
に
立

ち
向
か
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
家

族
・
地
域
・
職
場
な
ど
で
男
性
と

女
性
が
ど
う
い
う
つ
な
が
り
を
持

つ
か
。
い
ま
、
挑
戦
を
迫
ら
れ
て

い
ま
す
」と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

「
世
界
が
も
し
１
０
０
人
の
村

だ
っ
た
ら
…
」
と
題
し
た
池
田
香

代
子
さ
ん（
ド
イ
ツ
文
学
翻
訳
家
・

口
承
文
芸
研
究
家
）
の
講
演
会
で

は
、
貧
し
い
生
活
を
送
る
海
外
の

子
ど
も
た
ち
を
取
り
上
げ
、
Ｗ
Ｆ

Ｐ（
国
連
世
界
食
糧
計
画
）
の
給
食

支
援
で
、
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
、

学
校
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
子

ど
も
た
ち
な
ど
の
話
を
し
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
で
は
牛
久
市
男

女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
も
展
示
さ

れ
、
参
加
者
は
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

鷲野さん「家族が孤立化して、

誰かが積極的に入り込むことが

必要な場合もある」

う
し
く
男
・
女
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１

安部さん「働くことは生活する

こと。生きることは自分も周囲

の縁
えにし

を耕すこと」

高橋さん「夫婦のあり方が問わ

れていくのではないか」

←コーディネーターの長谷川幸介先生

講演する

池田香代子さん

話題
街に
ひろう

景観まちづくりフォーラム
　2月26日、エスカード生涯学習センター多目的ホールで、牛久市景

観まちづくりネットワークとの共催のもと、「牛久市景観まちづくり

フォーラム」が開催されました。

　フォーラムでは、景観まちづくりについての各種活動の取り組みや、

牛久小学校6年生代表による景観まちづくり学習について発表があり

ました。「みんなでやっぺ。うしくまちづくり」をテーマにしたパネル

ディスカッションでは、これから市民の皆さんとどんなことができる

のかを議論し、盛んな意見交換が行われました。また、会場内に展示

されたさまざまな作品に、参加者は熱心に見入っていました。
活動について発表の様子
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国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
の
事
業
促
進

な
ど
に
つ
い
て
要
望

　

２
月
９
日
、
池
辺
勝
幸
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
、

牛
久
市
・
つ
く
ば
市
・
つ
く
ば
み
ら
い
市
に
よ
る
協

議
会
の
代
表
団
が
、
茨
城
県
土
木
部
に
対
し
て
、
国

道
６
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
促
進
と
牛
久
市
、
つ
く
ば

み
ら
い
市
間
の
新
規
道
路
２
路
線
に
つ
い
て
要
望
を

し
ま
し
た
。

　

池
辺
市
長
は
、
国
道
６
号
バ
イ
パ
ス
の
整
備
促
進

を
訴
え
る
と
と
も
に
、
牛
久
市
・
つ
く
ば
市
・
つ
く

ば
み
ら
い
市
の
３
市
を
結
ぶ
新
規
道
路
が
県
の
計
画

構
想
に
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
要
望
。
茶
谷
巖
市
議
会

議
長
、
柳
井
哲
也
市
議
会
議
員
、
小
松
﨑
伸
市
議
会

議
員
の
ほ
か
、
山
岡
恒
夫
県
議
会
議
員
、
つ
く
ば
市
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
の
議
員
、
同
市
選
出
の
県
議
会
議

員
も
同
行
し
、
地
元
地
域
全
体
が
要
望
内
容
に
つ
い

て
強
く
望
ん
で
い
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

家庭教育学級

合同閉級式・記念講演会
　2月21日、牛久市家庭教育学級で合

同閉級式ならびに記念講演会が行われ

ました。1年間のまとめとして、各学

級の学習活動報告を幼稚園（第一幼稚

園）、小学校（牛久小学校）、中学校（牛

久第一中学校）の代表者がそれぞれ報

告。また、学級生を代表して、牛久文

化幼稚園の山根委員長が「家庭教育は、

親から子どもへ信頼ある見守りの中で

育まれることを研修を通して学んだ」

と謝辞を述べました。

　記念講演会では、ひたちなか市の「の

びる学園」の園長・渋谷照夫先生が「子

育ては楽しいですか」をテーマに講演。

参加者たちは子どもへの接し方を学び

ました。また、池辺市長のあいさつの中

で「大人が変わらなければ、子どもは変

わらない。親自身も自立心を持って生き、

子育てに関わって欲しい」と話しました。 ↑茨城県土木部都市局長（写真左から4人目）に要望書を手渡す池辺市長

謝
辞
を
述
べ
る
学
級

生
代
表（
写
真
右
）

講
演
す
る
渋
谷
先
生

牛久市商工会女性部が寄付
　3月2日、牛久市商工会女性部が「うしくＷａｉワイまつり」

や「うしくシティマラソン」で行ったバザーの売り上げの一部

3万円を牛久市社会福祉協議会へ寄付しました。同部は、市

内の福祉施設に花を寄付するなどの活動を行っていて、今回

の寄付金は、地域福祉向上のために使われる予定です。

　3月2日、牛久市商工会女性部が「うしくＷａｉワイまつり」

平成22年度県民健康づくり表彰式
　2月23日、県庁で「平成22年度県民健康づくり表彰式」が行われ、

ボランティアグループ「福
ふくじゅそう

寿草」の皆さん（右写真）が健康づくり

推進事業功労者として知事から感謝状を贈られました（下写真）。

　同グループは20年以上にわたり、ハ

ンセン病療養所である「国立療養所多摩全生園」への慰問活動を実施し、県出身の入

所者の方がふるさととのつながりを深めていただくため、手打ちそばを持参し、入

所者の方の潤いある暮らしを実現することに大きな役割を果たしています。

　また、この日は、同グループの他にヘルスロードを1,000㎞以上歩いた市民の方

と長年にわたり献血事業に貢献している（100回以上）市民の方が表彰されました。
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夢
を
追
う

　

子
ど
も
た
ち
に
エ
ー
ル

　

２
月
27
日
、
牛
久
運
動
公
園
で「
鹿
島

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
と
サ
ッ
カ
ー
か
ら
学
ぶ
夢

教
室
」
が（
社
）
牛
久
青
年
会
議
所
主
催
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
同
会

議
所
が『
夢
を
つ
か
む
た
め
に
今
で
き
る

こ
と
、
す
べ
き
こ
と
』を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
よ
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
小
中
学
生
58
人
が
参
加
。
教

室
の
冒
頭
、
塚
本
裕
己
さ
ん（
同
会
議
所

理
事
長
）
は「
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
持
つ

こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
や
、
そ
の
夢
を
つ
か

む
た
め
に
今
す
べ
き
こ
と
、
で
き
る
こ
と

を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
強
い
気
持

ち
か
ら
こ
の
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
夢

を
持
つ
こ
と
、
追
い
か
け
る
こ
と
に
よ
り

人
は
成
長
し
、
逆
境
も
乗
り
越
え
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
塚
本
さ
ん

が「
将
来
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
な
り
た

い
人
は
？
」と
問
い
掛
け
る
と
、

ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち
が
目

を
輝
か
せ
な
が
ら
手
を
挙
げ
ま

し
た
。

ふ
れ
あ
い

　
　

も
ち
つ
き
大
会

　

３
月
５
日
、
つ
つ
じ
が
丘
区
民

会
館
で「
第
３
回
つ
つ
じ
が
丘
ふ

れ
あ
い
も
ち
つ
き
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
自

治
会
、
子
ど
も
会
、
つ
つ
じ
会
と
む

つ
み
会
が
共
催
し
、
一
緒
に
も
ち
つ

き
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
人
た
ち
が
交

流
す
る
こ
と
と
、
牛
久
第
二
小
学
校

を
卒
業
す
る
６
年
生
と
４
月
に
入
学

す
る
新
１
年
生
を
お
祝
い
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

地
域
の
方
が
、
ふ
か
し
た
ば
か
り

の
も
ち
米
を
う
す
に
移
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
子
ど
も

た
ち
は「
イ
チ
、
ニ
。
イ
チ
、
ニ
」
と

元
気
良
く
声
を
出
し
な
が
ら
、
大
人

た
ち
の
手
を
借
り
て
き
ね
を
突
き
ま

し
た
。
出
来
上
が
っ
た
お
も
ち
は
、
き

な
粉
も
ち
や
磯
べ
も
ち
に
し
て
楽
し

く
話
を
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
食
べ

ま
し
た
。

　

実
行
委
員
長
の
柴
田
群
治
さ
ん
は

「
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
気
持
ち
を
育
て

た
い
。
こ
こ
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
力
も
借
り
て
、
今
後
も
こ
の
地
域

が
栄
え
る
よ
う
、
み
ん
な
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

最後はみんなで

「ハイチーズ！」→

　

第
１
部
の
練
習
で
は
、
元
鹿
島
ア

ン
ト
ラ
ー
ズ
の
長
谷
川
祥
之
さ
ん
や

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
コ
ー
チ
が
熱
血
指

導
。「
相
手
と
ボ
ー
ル
を
よ
く
見
て
」

「
基
本
が
大
事
だ
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
相
手
の

名
前
を
呼
び
な
が
ら
パ
ス
を
出
す
練

習
も
し
て
、
お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
、
日
々
の
練
習
か
ら

の
積
み
上
げ
が
成
果
に
つ
な
が
る
と
熱
く

指
導
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
講
演
会
で
長
谷
川
さ
ん
は
、

「
現
役
生
活
は
終
え
ま
し
た
が
、私
も
サ
ッ

カ
ー
の
指
導
者
に
な
る
夢
を
持
ち
続
け
て

い
ま
す
」と
語
り
、
子
ど
も
た
ち
に「
サ
ッ

カ
ー
が
好
き
だ
か
ら
目
の
前
の
こ
と
を
必

死
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
好
き
だ
と
い
う

気
持
ち
を
大
切
に
し
て
、
練
習
は
も
ち
ろ

ん
、
普
段
の
生
活
に
も
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。
自
ら
動
く
、
人
の
見
て
い
な
い
と
こ

ろ
で
や
る
、
そ
れ
が
夢
の
実
現
に
つ
な
が

る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
子

ど
も
た
ち
は
、
夢
の
実

現
に
一
歩
で
も
近
づ
く

こ
と
が
で
き
、
楽
し
く

有
意
義
な

一
日
と
な

り
ま
し
た
。
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短
歌
・
俳
句
・
川
柳
コ
ー
ナ
ー

南・犬塚さん

老
木
に
咲
え
た
桜
と
青
い
空

刈
谷
町　

小
山
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
あ
り
て
桜
か
な

栄
町　

増
田
さ
ん

春
風
に
吹
か
れ
て
み
た
い
病
み
上
が
り

女
化
町　

ペ
ン
ネ
ー
ム　

女
化
小
町
さ
ん

吊
る
し
び
な
風
に
揺
れ
舞
う
窓
に
見
ゆ田

宮　

岡
村
さ
ん

夢
背し

ょ

っ負
っ
て
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
の
ラ
ン
ド
セ
ル

さ
く
ら
台　

二
国
さ
ん

朧お
ぼ
ろな
る
記
憶
の
中
に
四
歳
の
着
物
の
絵
柄
に
赤
い
椿
が

岡
見
町　

根
本
良
子
さ
ん

咲
き
始
め
て
風
に
た
め
ら
う
梅
花
か
な

岡
見
町　

匿
名
希
望

定
年
の
淋
し
さ
う
れ
し
さ
複
雑
で
備
前
の
湯
呑
み
微
笑
ん
で
い
る

正
直
町　

唯
根
さ
ん

本
当
の
美
女
心
美
し
き
女
の
人

女
化
町　

砂
押
さ
ん

携
帯
に
命
の
綱
を
託
す
の
み

下
根
町　

藤
田
さ
ん

世
を
観
て
不
足
徳
の
無
さ
と
我
が
胸
に
言
い
聞
か
す

南　

平
さ
ん

春
立
や
川
の
流
れ
の
早
き
こ
と

小
坂
町　

飯
塚
さ
ん

イラスト、俳句、川柳など、毎月たくさんのお便りありがとうございます。
紙面の都合上、すべてを掲載できない場合がありますが、今後もたくさんのお便
りをお待ちしています。

　このコーナーでは、市民の皆さんから寄せられたイラストや俳句、川柳など

を紹介しています。なお、お便りには住所と氏名、電話番号を記入してください。

また、匿名希望の方は、その旨記入してください。ペンネームもOKです。

あて先：〒300-1292牛久市中央3-15-1

　　　　「広報うしくちょっと休憩」係

　　　　E メール shimin@city.ushiku.ibaraki.jp

平成22年度茨城県

下水道促進週間コンクール

　9月10日、「下水道の日」および茨城県下

水道促進週間にちなんで、県内小・中学生

ならびに一般の方を対象に、下水道をテー

マとした作品を募集したところ、県全体で

47,521点の作品の応募がありました。市か

らは2人の小学生が入選し、表彰されました。

標語部門　10,414作品中

　【知事賞特選】

　堀添裕史さん（中根小学校6年）

新聞部門　129作品中

　【佳作】

　鈴木絵梨奈さん（ひたち野うしく小学校5年）

筑波大学硬式野球部による野球教室
　1月23日、市と筑波大学との連携の一環として、筑波

大学硬式野球部による野球教室が開催され、牛久リトル、

シニアの選手約60人が参加しました（下写真）。

　野球教室では、野球の基本技術をはじめ、ゲームやレ
クリエーションを通じて、野球の楽しさを体験しました。
参加した子どもたちは「大学のお兄さんに教わって、楽し
かった。また参加したい」と話していました。

皆さんのお便りから


